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ていることが分かってきた (e.g., Nishino et al., 2011a, 2013)。
また、北極海の海洋循環強化は、海洋の渦の生成・維持に寄
与している可能性もある (Kawaguchi et al., 2012)。このような
渦が栄養塩を運ぶことにより、渦内部では周りより高い植物
プランクトン濃度が維持されていることが観測され (Nishino 
et al., 2011b)、数値モデルでも再現された (Watanabe et al., 
2012)。最近では、渦が生物粒子を沖合 (海盆域)まで運び炭
素循環を加速させていることも明らかになってきた 














































プランクトン (> 20μm)が優占していた (図1e)。一方、渦の周
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バロー 
図1. アラスカ・バロー沖の渦の (a) 水温 (白黒)・塩分 (コンター), (b) 硝酸, (c) アンモニア, (d) クロロフィルa,, (e) 大型植物プランクトン  
(> 20μm)のクロロフィルaと全クロロフィルaの比, 及び (f) 小型植物プランクトン (< 2μm)のクロロフィルaと全クロロフィルaの比の断面. 
